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ここでは線状に長 くつながった､曲がりやすい分子について考える｡ しかも､ポリスチ


























そこで､この 3点を頭においてモデル方程式をっ くろう｡ この際､動的臨界現象の研
















置ベク トルで､丁は鎖に沿った長 さのパラメタ (0≦γ≦〃)である｡ 故に 〃が重合度に








H-芸2:/dTl響 】2.芸S /dT/dq6(cj(T-C,(J, +芸/drv2(l･)3
を使 うことにする.第 1項が前述の特徴 (1-a)を､第 2項が (1-b)を表 しており､uは排除
体積の大きさを表すパラメタ.方程式 (i)､(i)で､右辺第 1､2項は系の自由エネルギー
汎関数 Hを最小にするような状態への緩和を表 している｡そして､我々のモデル (i)､(i)
と2成分臨界溶液に対するTDGL方程式 とのアナロジーに着目することは教育的である･,
ここで も､流れの場については､運動が鎖のそれよりものろいとして､縦方向のゆらぎを
無視 した (非圧縮性:∇･Ⅴ-0)｡ベク トル場の横成分のみを拾い出す斜影演算子 丁が顔
を出 しているゆえんである｡パラメタ 人は､特徴 (2)の流体力学的相互作用を表すために




体積効果を起 こす 2体斥力がこの作用をも生み出していると考えることにす る｡すると､













(へ)鎖の個々の拡散 (selfdifusion)と集団 としての拡散 (coopel･ativediHusion)3
(ト)特性緩和時間と溶液粘度のクロスオーパの振舞い4｡
特に (へ)や (ト)では､スケー リング領域において､いわゆるレプチーション･モデルに
よる結果と同 じスケー リング則が ｢管｣の存在を導入することなく示 される｡






図 1･ 沈降係数 (S)のクロスオーバの振舞 いoSolま希薄極限での値｡X はいわゆる
overlapparameter(換元濃度)O B･Nystr6m andI.､Roots'【J.Polym.S°i.,Polym.Phys.
Ed･28,521(1990)]より転載｡
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